
第Ⅴ章　国際関係の動向　海外医師会との交流

(628)

（１）第 18 回 MASEAN Conference
　平成 30 年５月３日、横倉義武会長、道永麻里常任理事は、ハノイ（ベトナム）で開催された第 18
回 MASEAN Conference に出席した。MASEAN は 1980 年４月に発足し、ASEAN に加盟するブル
ネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、ミャンマー、フィリピン、シンガポール、
タイ、ベトナムの 10 カ国の医師会が加盟している。横倉会長は、WMA 会長、CMAAO 会長、日本
医師会長として、WMA と WHO の間における覚書締結によるユニバーサル・ヘルス・カバレッジの
推進、災害医療支援の ASEAN 地域における重要性を訴える内容の挨拶を行った。会期中、ベトナ
ムのグエン・ティ・キム・ティエン保健大臣と交流した他、ベトナム医師会スエン会長他役員、参加
各国医師会との懇親を図った。

（２）ドイツ医師会年次総会
　平成 30 年５月７日、８日の両日、横倉義武会長、道永麻里常任理事、畔柳達雄参与が、エアフル
トで開催されたドイツ医師会年次総会に出席した。横倉会長は、WMA 会長、日本医師会長として、
ドイツ語で挨拶を行った。会期中、モントゴメリー会長や海外医師会招待者と WMA の活動につい
て意見交換した。また、ドイツ連邦保険協会ガッセン会長と面談を行い、医師の働き方、ワークライ
フバランス、地域偏在、開業医と勤務医の報酬、医療費のキャップ性の問題等について議論を交わし
た。

（３）アメリカ医師会（AMA）年次総会
　平成 30 年６月 11 日、12 日の両日、横倉義武会長、道永麻里常任理事が、シカゴで開催された
AMA 年次総会に出席し、デビット・バーブ会長ほか AMA 幹部や海外医師会招待者と WMA の活
動や各国の医療制度等について意見交換を行った。
　また、会期中に、ハワード・バークナー JAMA（Journal of the American Medical Association）
編集長と面談を行い、JMA Journal の創刊の説明と今後に関する意見交換を行った。この面談での
合意に基づき、平成 30 年 11 月 2 日、「国際展開を目指す AMA・JMA の新たなジャーナル」をテー
マとし、共同シンポジウムを開催した。

（４）南東ヨーロッパ医師フォーラム第９回国際医学会議
　平成 30 年９月６日、テスリッチ（ボスニア・ヘルツェゴビナ）で開催された南東ヨーロッパ医師
フォーラム（SEEMF）第９回国際医学会議に、横倉会長が WMA 会長、日本医師会長として参加し
た。SEEMF は、アルバニア、ブルガリア、ギリシア、マケドニアの医療団体が、2005 年、医療制
度における共通する課題を抱える当地域近隣国の医師組織間のプラットフォームとして設立された。
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　横倉会長は、「UHC へ向けて」と題して講演を行った。また、式典では、SEEMF から横倉会長に
対し、WMA 会長としての活動を通じての国際医療保健分野における功績を称える賞が授与された。

（５）第 71 回台湾医師節慶祝大会
　平成 30 年 11 月 12 日の「医師の日」に開催された第 71 回台湾医師節慶祝大会に、台湾医師会邱泰
源会長から、横倉義武会長が日本医師会長及び WMA 前会長として招待を受け、道永麻里常任理事
が代理出席した。式典には約 200 名が参加し、蔡英文総統、陳時中衛生福利部大臣、帳博雅監察院院
長、立法委員による挨拶に続き、道永常任理事が横倉会長の祝辞を代読した。

（６）韓国医師会介護保険視察団来館
　平成 31 年１月 31 日、韓国医師会ディージップ・チョイ会長ら８名が日医を訪問し、意見交換会を
開催した。横倉義武会長が「生育基本法について」、鈴木邦彦前常任理事が「健康寿命の延伸と地域
包括ケアの推進について」、それぞれプレゼンテーションを行った。
　２月１日には、厚生労働省で諏訪園健司審議官（老健、障害保健福祉担当）を表敬訪問し、「日本
の介護保険制度について」レクチャーを受けた他、介護老人保健施設であるデンマークイン新宿、安
寿を視察した。

（７）インド医師会医療従事者に対する暴力に関する国際会議
　平成 31 年２月８日、９日にかけて、インド医師会医療従事者に対する暴力に関する国際会議がム
ンバイ（インド）で開催された。主催であるインド医師会より横倉会長が招待され、星北斗参与（世
界医師会理事）が代理出席した。星参与は、本会の勤務医の健康支援に関する検討委員会による「勤
務医の健康の現状と支援のあり方に関するアンケート調査報告書」（調査期間：平成 27 年６月 15 日
〜７月 15 日、日医会員で勤務医８万人から無作為抽出した１万人を対象）の結果を元に日本の実情
報告を行った。本会議の成果物として、「ヘルスケアにおける暴力に関するムンバイ宣言」が採択さ
れた。
　会期中、南アジア地域協力連合（SAARC）参加国の医師会の会合に招待され、星参与が WMA エ
イデルマン会長、クロイバー事務総長と参加した。
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